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昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

七

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

学
校
法
人
日
本
大
学
に
お
け
る
学
生
の
自
治
・
学
生
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

木 

島 

喜 

兵 

衞 

 

一 

 



 

学
校
法
人
日
本
大
学
は
、
連
年
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
受
配
額
第
一
位
を
占
め
、
そ
の
国
民
に
対
す

る
責
任
の
大
き
さ
に
照
ら
し
て
も
、
い
つ
わ
り
な
く
「
紛
争
」
の
な
い
大
学
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、

一
九
七
九
年
六
月
十
四
日
提
出
の
同
題
質
問
主
意
書
の
と
お
り
、
同
大
に
は
正
常
な
大
学
と
は
い
い
か
ね
る
よ
う

な
好
ま
し
か
ら
ぬ
事
件
が
頻
発
し
、
し
か
も
答
弁
に
は
事
実
に
反
す
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
、
答
弁

の
第
四
項
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
当
事
者
間
の
交
渉
が
、
同
大
経
済
学
部
当
局
の
不
誠
意
と
非
科
学
的
対
応
ゆ
え

に
、
必
ず
し
も
円
滑
に
進
展
し
な
い
の
は
誠
に
遺
憾
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
り
わ
け
、
同
大
経
済
学
部
に
お

い
て
は
サ
ー
ク
ル
部
員
募
集
に
関
し
、
新
入
生
の
自
由
意
志
を
尊
重
し
、
強
制
的
な
募
集
は
絶
対
行
わ
な
い
よ
う

に
毎
年
厳
重
な
注
意
を
し
て
い
る
、
と
し
た
一
九
七
八
年
六
月
十
六
日
提
出
の
同
題
質
問
主
意
書
第
二
項
に
対
す

る
答
弁
の
内
容
に
反
し
て
、
強
制
勧
誘
は
根
絶
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
昔
は
と
も
か
く
、
今
は
上
級
生
が
下
級
生 

学
校
法
人
日
本
大
学
に
お
け
る
学
生
の
自
治
・
学
生
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

い
か
な
る
動
機
・
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
同
一
大
学
の
同
一
学
部
で
三
年
間
に
二
人
の
学
生
が
暴
力
等
に
よ
つ

て
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
る
ご
と
き
事
態
は
、
ま
こ
と
に
看
過
し
え
な
い
危
険
性
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対

策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
」
旨
、
同
大
経
済
学
部
の
責
任
者
か
ら
説
明
さ
れ
た
後
、
半
月

足
ら
ず
の
一
九
八
〇
年
二
月
十
四
日
、
同
大
経
済
学
部
本
館
前
で
一
年
次
学
生
が
上
級
生
に
よ
る
一
撃
の
殴
打
で

惨
殺
さ
れ
た
。 

一 

一
九
七
九
年
六
月
十
四
日
に
提
出
の
同
題
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
第
四
項
に
基
づ
き
、
同
大
経
済
学
部

学
生
・
故
青
木
雅
彦
君
の
親
権
者
青
木
和
夫
氏
の
求
め
に
応
じ
て
送
ら
れ
た
同
大
井
手
生
経
済
学
部
長
名
儀
の

回
答
文
書
は
、
き
わ
め
て
誠
意
を
欠
き
、
ま
た
事
実
に
反
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
以
下
の
点
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

6 

行
政
解
剖
担
当
医
が
青
木
君
の
両
親
に
「
死
因
」
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
の
を
職
員
が
聞
い
た
と
の
由
で

あ
る
が
、
学
部
当
局
が
死
因
を
積
極
的
に
調
べ
よ
う
と
し
な
か
つ
た
の
は
何
故
か
。 

5 

救
急
車
は
青
木
君
を
何
科
に
運
ん
だ
の
か
。
診
察
を
担
当
し
た
医
師
は
何
科
の
ど
な
た
か
。 

4 

青
木
君
の
相
手
を
し
た
先
輩
部
員
の
姿
勢
と
、
両
手
の
位
置
、
「
練
習
」
中
の
行
動
に
つ
い
て
。 

3 

「
練
習
見
学
」
に
参
加
し
た
新
入
生
に
課
し
た
準
備
体
操
の
内
容
と
指
導
者
に
つ
い
て
。 

2 

青
木
君
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
れ
を
見
学
に
誘
い
、
「
入
部
希
望
者
」
に
仕

立
て
て
、
つ
い
に
練
習
に
い
た
る
経
緯
に
強
要
・
威
圧
が
皆
無
で
あ
つ
た
と
は
思
え
な
い
。
事
実
は
ど
う
で

あ
つ
た
の
か
。 

1 
「
練
習
見
学
」
と
し
て
新
入
生
を
誘
い
、
そ
れ
が
「
練
習
」
と
な
る
た
め
に
避
け
が
た
い
威
圧
や
強
要
は
な
か

つ
た
か
。
見
学
が
「
練
習
見
学
」
に
変
り
、
さ
ら
に
練
習
に
な
つ
た
の
は
何
故
か
。 

学
校
安
全
、
保
健
体
育
の
面
か
ら
責
任
を
も
つ
て
死
因
究
明
に
当
た
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

8 

青
木
君
は
、
高
校
時
代
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
で
あ
り
、
厳
し
い
選
手
生
活
を
経
験
し
、
そ
れ
に
耐
え

る
健
康
体
の
持
主
で
あ
つ
た
。
ま
た
全
校
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走
者
、
地
域
マ
ラ
ソ
ン
の
優
勝
経
験
を
も
つ
健
康

な
学
生
と
し
て
同
大
経
済
学
部
に
入
学
し
た
。
ま
た
学
業
に
も
す
ぐ
れ
、
入
学
式
に
は
新
入
生
（
全
学
）
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
「
光
栄
」
を
に
な
つ
た
学
生
で
も
あ
る
。
そ
の
突
然
の
死
が
、
大
学
・
サ
ー
ク
ル

の
責
任
の
範
囲
に
な
い
と
す
る
理
由
を
、
学
校
安
全
、
教
育
、
医
学
、
体
育
学
等
々
、
多
面
的
に
詳
述
さ
れ

た
い
。 

7 
安
全
教
育
等
の
見
地
か
ら
、
当
方
調
査
員
が
同
大
付
属
駿
河
台
病
院
を
訪
ね
、
青
木
君
担
当
医
に
面
会
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
同
院
事
務
当
局
が
同
大
本
部
学
生
課
の
許
可
が
な
け
れ
ば
不
可
と
応
対
し
た
。
そ
こ
で
同

大
学
生
課
に
許
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
現
在
な
お
回
答
が
な
い
。
そ
の
意
図
は
何
か
。
今
後
、
面
会
を
許
す

意
志
は
あ
る
か
、
否
か
。 

ま
た
、
同
大
の
道
義
的
責
任
に
つ
い
て
は
い
か
ん
。 

六 

 



 

二 

同
大
経
済
学
部
で
は
、
い
ま
だ
に
学
生
の
入
構
に
学
生
証
提
示
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
正
常
な
大
学

の
姿
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
学
生
に
は
「
外
部
か
ら
の
授
業
妨
害
の
恐
れ
」（
同
学
部
・
広
報
委 

9 
同
君
の
親
権
者
・
青
木
和
夫
、
同
房
子
氏
両
名
に
よ
る
学
校
法
人
日
本
大
学
代
表
者
・
理
事
鈴
木
勝
殿
宛

の
催
告
書
（
本
年
四
月
十
九
日
付
）
に
対
す
る
「
回
答
書
」
（
同
六
月
四
日
付
）
の
中
で
、
同
大
学
が
サ
ー
ク
ル
活

動
に
つ
い
て
は
最
大
限
学
生
の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
と
「
顧
問
制
」

と
の
間
に
矛
盾
は
な
い
か
。 

ま
た
、
同
大
各
学
部
で
は
「
届
け
出
」
を
形
式
と
す
る
一
種
の
許
可
制
度
が
現
存
す
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

前
記
回
答
の
内
容
に
反
す
る
実
態
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
同
君
を
死
に
至
ら
し
め
た
誘
因
と
考
え
ら
れ
る
「
強
制
勧
誘
」
や
、
見
学
を
練
習
に
切
り
か
え
る
ご

と
き
強
制
に
対
し
て
、
同
回
答
書
に
述
べ
ら
れ
る
「
教
育
上
の
適
切
な
助
言
」
は
適
確
に
な
さ
れ
な
か
つ
た
の

は
、
顧
問
、
監
督
の
職
に
あ
る
教
職
員
の
責
任
で
は
な
い
の
か
。 

七 

 



 

 

八 

編
集
の
「
み
さ
き
」
本
年
四
月
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
根
拠
は
何
か
。
ま
だ
廃
止
で
き
な
い
か
。 

三 

一
九
八
〇
年
二
月
十
四
日
、
同
大
経
済
学
部
本
館
前
で
上
級
生
に
殴
殺
さ
れ
た
同
大
法
学
部
通
信
教
育
課

程
・
法
律
学
科
一
年
、
新
井
孝
夫
君
に
関
し
、
大
学
の
対
応
を
い
か
に
し
た
か
。 

ま
た
、
加
害
者
に
対
す
る
大
学
、
警
察
の
対
応
と
そ
の
て
ん
末
は
ど
う
か
。 

四 

本
年
四
月
中
旬
以
降
、
同
大
・
文
理
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
世
田
谷
区
桜
上
水
）
に
、
黒
色
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
白
衣

姿
、
顔
を
ガ
ー
ゼ
で
か
く
し
た
異
様
な
グ
ル
ー
プ
（
十
数
名
）
が
時
々
現
わ
れ
、
昨
秋
自
主
学
園
祭
を
指
導
し
た

学
生
等
に
テ
ロ
行
為
を
し
て
い
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
近
く
予
定
さ
れ
る
同
大
総
長
選
挙
を
め
ぐ
る
派
閥
抗
争
の

一
環
と
し
て
、
文
理
学
部
を
攪
乱
す
る
意
図
で
あ
や
つ
ら
れ
て
い
る
集
団
と
も
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

民
主
的
・
平
和
的
で
あ
る
べ
き
学
園
に
あ
る
ま
じ
き
実
態
で
あ
る
。
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
善
処
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


